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１　開催日時・場所

3　検査程度統一会の運営方法

①　一次審査班

令和７年産米検査程度統一会の開催について

　残暑の候、関係団体及び登録検査機関におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げま
す。

　さて、令和７年産米の検査最盛期を目前に控え、県内全登録検査機関間及び農産物検査員間で
の令和７年産米の検査程度の統一を図ることを目的に、「令和７年産米検査程度統一会」を下記
により開催しますので、貴協議会傘下の登録検査機関に所属の農産物検査員の指導業務に携わる
者（以下「指導的検査員」という。）及び貴組合・協会に所属の指導的検査員の出席について配
意願います。

　一次審査班は東北農政局担当者及び指導的検査員により構成し、内陸の会場は４班
を、庄内の会場は３班をそれぞれ編成。
 各班毎に次の４に基づき各団体毎に確保・提出された既に検査を終えた試料（既検
査品試料）及び検査（下見）時における疑問品（未検査品）の試料の等級（品位格付
け結果）等について審査します。
　なお、一次審査班長を各団体ごとに、あらかじめ出席予定の指導的検査員の中から
次のとおり選出の上、出席者を報告する際に、併せて報告願います。

　なお、登録検査機関の住所地が、内陸にある方は内陸の会場に、庄内にある方は庄内の会場
に、それぞれ出席していただくようお願いいたします。

日　　時 場　　　所

※　各会場については、お借りしているだけですので、会場への問い合わせは行わないでくだ
さい。

　　(1)　審査班の構成及び役割等

庄内
会場

村山市中央１－３－６
村山市農村環境改善センター
多目的ホール（２階）

内陸
会場

令和7年8月12日

９月１９日（金）
午後１時から

９月２２日（月）
午後１時から

酒田市山居町２－３－８
ＪＡ庄内ビル
４０６会議室（４階）

殿



  

②　二次審査班

４　格付け検討試料の確保

【団体・種類別要確保検討試料点数】

２名
１名
１名

庄内会場

２名

１名

水稲
うるち玄米

種類別要確保検討試料点数

50

計

3

計 95
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団　体　名 内陸会場

11

55 20 20

団　　　　　体　　　　　名

  なお、試料の採取量は希望する場合は小分けして配布しますので１５０ｇ程度とすること試料
袋には登録検査機関名、産地名（市町村名）、品種名、等級、格付け理由（2等以下の場合（醸
造用玄米にあっては特等以下））を明記の上、提出願います。

　また、各協議会・組合等が「団体・種類別要確保検討試料点数」を確保するため、登録検査機
関別に「要確保検討試料点数」をお示しする等、確実に試料の確保を図った上で出席願います。

水稲
もち玄米

醸造用
玄米

　指導的検査員が採取・持参した令和７年産米の検査（下見）時における疑問品（未
検査品）の試料についても、上記(1)の審査班毎に品質程度を検討し合い、(2)と同様
に県内の検査程度（品位格付け）の統一を図ることとします。
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　　   ＪＡグループ山形農産物検査連絡協議会
　　　 山形県米穀集荷協同組合
　　　 やまがた農産物検査機関連絡協議会

　指導的検査員が採取・持参した令和７年産米既検査品の試料により、上記３の(1)
の①のとおり一次審査班毎に品質程度を検討し合い、県内の検査程度（品位格付け）
の統一を図ることとします。
　また、一次審査班による審査等級と既検査品の原等級とに相違があった試料及び審
査班毎の審査等級等に相違があった試料については、上記３の(1)の②のとおり、二
次審査班が最終的に決定した等級により検査程度（品位格付け）の統一を図ることと
します。

30

 山形県米穀集荷協同組合 4 18
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　　（2）　既検査品による検査程度の統一

10

　　（3）　検査疑問品への対応等

③　一次・二次審査の班編成については、当日の出席者名簿によりお示しします。

　 二次審査班は東北農政局担当者、一次審査班の各班長及び指導的検査員により構
成し、一次審査において既検査品の等級（原等級）と審査等級に相違があった試料並
びに審査班毎の審査等級に相違があった試料等について二次審査班が最終的に等級
（品位格付け）を決定します。

  統一会において検討する既検査品試料及び今後検査が見込まれる疑問品（未検査品）の試料
は、各協議会・組合等が次の「団体・種類別要確保検討試料点数」を確保し、当日に統一会へ持
参願います。
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５　出席対象者及び出席者の報告

（１）　出席対象者

（２）　出席者の報告

宛　先 住    所

sge2ymgtjpn@sun4.gmobb.jp

ファクシミリ：０２３７－８６－２７５４

　令和７年産米検査程度統一会への出席対象者は、各登録検査機関が規定している
業務規程に定める指導的検査員を原則としますが、指導的検査員以外の方の出席を
拒むものではありませんので、希望する方から出席頂いても差し支えありません。

　    なお、要確保検査試料点数の品種及び等級別内訳については、出回り状況並びに品質状
    況を勘案の上、採取・持参願います。

メールアドレス：

一般財団法人 日本穀物検定協会東北支部 山形出張所　畑　俊之

　　〒991-0031　　寒河江市本町２丁目１２－７

①　出席者については、９月１２日（金）までに、別紙「令和７年産米検査程度統
  一会  出席者報告書」により次の宛先までファクシミリ又はメールにて報告願い
  ます。

②　また、出席予定の指導的検査員の中から、３の (1) の①で示した一次審査班
  の班長を選定の上、摘要欄にその旨記載し報告願います。

注 ： 要確保検討試料点数は、当協会が把握している各団体別の指導的検査員数等を勘案し示
    したものです。
　　  また、各団体毎に、傘下の登録検査機関別に要確保検討試料点数をお示し頂いて、試料
    を確保頂きますようお願いいたします。


